
　大学生の皆さんの年代は、様々なこころの病気がはじまりやすい時期でもあります。こうした病気は、体の病気がいろい
ろな器官の不調によって起こるのと同じように、主に脳という極めて複雑な器官の働きのバランスが崩れることによって生
じますが、早い時期に治療を受けることで、バランスの崩れを改善することができます。
　具体的には、うつ病に対して抗うつ剤を用いるように、薬物治療が一つの選択となります。精神科の薬と言うと、「怖い」
と心配をされるかもしれませんが、実際は、抗うつ剤や精神安定剤には、脳の神経細胞が本来持っている働きを強めるか弱
めるかのどちらかの作用しかありません。従って、お薬によって何か新しい作用が脳に加わるわけではありませんし、自分の
考えが変えられてしまうということもありえません。
　保健管理センターでは、こうした病気の予防や治療についての精神保健相談を行っています。最近良く眠れない、やる
気がでない、授業中に不安で息苦しくなる、食事量のコントロールがうまくいかない、等の相談に対して、適切な医学的判
断を行い、治療へとつなげていきます。ご自分のこと以外でも、ご家族や親友の問題についても相談を受け付けます。プラ
イバシーは完全に守られますので、どうぞ安心して相談してください。

　「カウンセリング」の最もシンプルな定義は、「ある人の話を聴くことで、別の人を助けること」です。とすれば、友達や恋人
同士、家族の間でもカウンセリングが成り立ちそうですね。実際、友達に悩みを相談して気持ちが楽になることもあるでしょ
う。しかし、カウンセラーに話を聞いてもらうことで、はるかに安全でスピーディーに解決を見つけられることも多いのです。
カウンセラーは、あなたの秘密を完全に守ってくれます。またカウンセラーと一緒に考えることで客観的で、ニュートラルな判
断を下すことが出来ます。もしあなたの抱える悩みが深刻であれば、相談を受けたあなたの親友も同じように悩み、苦しむか
もしれませんし、時にはあなたの秘密をまた別の人に打ち明けてしまうかもしれません。カウンセラーはあなたの話を冷静に
聴き、プロフェッショナルな対応を行います。カウンセラーは決してあなたに解決の無理強いをしませんし、あくまで自分の
ペースで、納得のいく解決を見つけることが出来るように、あなたを援助します。
　保健管理センター カウンセリング室では、随時相談を受け付けます。相談内容は、あなたが相談してみたいと思うことであ
れば、どんなことでも構いません。電話での予約も可能です。

こころの病気について

カウンセリングについて

季節の草花を使った工作企画や、映画鑑賞の時間など様々な企画があります。
日常の忙しさを忘れて、保健管理センターでゆっくりした時間を過ごしてみませんか。

毎年6月下旬に万年カレンダー、12月上旬にクリスマスリースを制作するワークショップを開催しています。
随時サクセスでお知らせしますので、興味のある学生さん教職員のみなさまはぜひご参加ください。

保健管理センター主催のレクリエーション企画


